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RFIDとは、Radio Frequency Identi-

ficationの略である。RFIDについては、

さまざまな定義があるが、ここでは、「無

線による個体識別」としておこう。

RFIDというと電子タグ（ICタグ、RFID

タグ）ばかりが注目を浴びているが、

RFIDの標準的なシステムを考えた場合、

電子タグのほか、リーダー／ライター、ネッ

トワーク、コンピュータなどが揃って、1つ

の完成された形になる。このシステムに

おいて電子タグに記録されるのは、基本

的にIDだけであり、そのIDに対応する

情報の所在を知るために「アドレス解決」

を行い、得られたアドレスから対応する情

報へとたどり着く。電子タグにIDだけを

記録するモデルが登場したことで、電子

タグのコストが抑えられるようになり、

RFIDシステムが現実的なものとなった。

そして、このようなシステムにおいて、ネッ

トワークの果たす役割は小さくない。現

時点のRFIDシステムでは、クローズドな

ネットワークが利用されることが多いが、

RFIDが普及するには、インターネットを利

用する必要があると考えられている。

電子タグは、一般にICチップとアンテ

ナ（外部アンテナ）から構成され、それを

パッケージに入れる。ICチップと外部ア

ンテナがセットされたものをインレットと呼

ぶ。このインレットをシールとして貼れるよ

うにしたり、プラスチックで型を作ったり、

周波数の違いは、電子タグやリー

ダー／ライターのアンテナの大きさにも影

響する。周波数が高くなるほど波長が短

くなるため小型化の面では有利になる

が、同時に電波の直進性が高くなり、死

角ができやすくなるので、読み落としが発

生しやすくなる。また、2.45GHz帯の場合

には、水分の影響を受けやすくなるとい

う弱点もある。さらに、周波数の違いは

伝送速度にも影響し、周波数が高いほど

理論的な伝送速度は向上する。

電子タグは、形状や電源方式、使用周

波数のほか、書き換えの可否でも分類で

きる。記録されている情報の書き換えが

できないタイプをリードオンリー型、書き換

えができるタイプをリード／ライト型と呼

ぶ。リード／ライト型は、さらに全面書き

換えができるタイプと追記だけができるタ

イプに分類できる。

リーダー／ライターは、コンピュータの

周辺装置として接続するタイプとPDA程

度のサイズに RFID インターフェイスや

CPUなどを内蔵した単独で使用できるタ

イプに分類できる。周辺装置として接続

するタイプは、その形状から台型、カード

型（PCカードやCFカードとして接続する

もの）、ゲート型などに分類できる。単独

で使用できるタイプは、ハンディー型で代

表される。

RFID
無線を使った個体識別技術

ガラス管に封入したりして対象物に取り

付けられるようにする。このパッケージの

形状から、ラベル型、カード型、コイン型、

円筒型のように分類できる。

電子タグは、電源を内蔵しないパッシ

ブタイプと電源を内蔵するアクティブタイプ

に大別できる。パッシブタイプの場合、

リーダー／ライターからの電磁誘導や電

波などによって電源が供給される。これ

により、リーダー／ライターが電子タグの

IDを読み出そうとしたときだけ、電子タグ

が電波を発信することになる。一方、アク

ティブタイプの場合は、リーダー／ライター

の読み出しにかかわらず、一定間隔で電

子タグが電波を発信することになる。電

源の違いは、電波の送信出力にも影響

し、パッシブタイプの場合は数センチメー

トルから数メートル程度、アクティブタイプ

の場合は数十メートル程度までの距離に

あるリーダー／ライターと通信することが

できる。

通信距離は、電波の出力だけでなく、

使用する周波数にも大きな影響を受ける

（RFID で一般に使用される周波数は

125KHz～2.45GHzの範囲）。2005年4月

に開放されたUHF帯（952～954MHz）を

使用すれば、他の周波数に比べて通信距

離が長くなる。しかし、使い方によって

は、通信距離が短いほうがよい場合もあ

るので、注意が必要である。

金子浩美 株式会社FIS

ソ リ ュ ー シ ョ ン S h o w C a s e

vol.4
あらゆる物や個人を識別するための技術であ

るRFIDは、現在、実証実験から実用の段階

に移行しつつある。商品や軍需品の物流管理、

食肉の履歴管理、農作物の生産管理など実験

段階から注目を集めてきたこの技術。システ

ムの全体像と現状はどうなっているのだろう

か。今回は、RFIDによる個体識別システムの

全体像をネットワークも含めて解説するとと

もに、すでに登場している技術や製品を紹介

しながら、最新の応用事例も追っていこう。
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RFIDのネットワークシステム

Auto-ID Centerを前身とし、その成果に基づ

いて技術などの標準化を行う団体であるEPC-

globalが標準化を進めているRFIDシステムの

ネットワークがEPC Networkである。2005

年夏から秋を目標に標準仕様を公開すべく準備

が進められている。

EPC Networkの特徴は、ウェブをベースにし

ている点にある。電子タグに記録されている ID

は、EPC（Electronic Product Code）と呼ばれ、

ウェブのURLに相当する。電子タグから読み

取ったEPCをウェブのDNSに相当するONS

（Object Name Service）に問い合わせるのが

「アドレス解決」で、問い合わせの結果、ONSか

ら情報の所在、つまり、ウェブサーバーに相当す

るEPCIS（EPC Information Service）上の該

当するアドレスが返される。なお、アドレス解決

にDNSを利用する方法も実証実験が進められて

いる。EPCIS上には、ウェブのHTMLに相当す

る、XMLで記述された言語PML（Physical

Markup Language）で情報が記録されている。

EPC Network
EPCglobal
ウェブをベースにしたRFIDネットワーク

ユビキタスIDセンター
PKIによるセキュリティーが組み込まれたネットワーク

東京大学大学院の坂村健教授をトップとする

ユビキタス IDセンター（uIDセンター）は、T-

Engineフォーラム内に設置され、「モノ」や「場

所」を自動認識するための基盤技術の確立と普及、

さらに最終的にはユビキタスコンピューティング

の実現を目標に活動している。

ユビキタス IDセンターのRFIDネットワーク

の特徴は、PKI（eTRON）を使用した暗号化・認

証機能が組み込まれている点にある。電子タグ

に記録されるIDはucodeと呼ばれ、128ビット

の長さで、EPCより柔軟な構造となっている。

また、電子タグだけでなく、バーコードや二次元

コードもタグ（光学タグ）として利用できる。

ネットワークの基本的な考え方は、暗号化機能

と認証機能を除けばEPC Networkと同様で、

ucode解決サーバーでアドレス解決を行い、製

品情報サービスサーバー上にある情報のアドレス

を得る。情報の記述はu-TADと呼ばれるフォー

マットで記述される。

EPC Network

電子タグ

EPC:3.123.34.56.11110111
EPC（Electronic Product Code）

電子タグを取り付ける対象物

EPCIS（EPC Infomation Service）
EPCに関する情報を提供するための
フレームワーク（検索・ストレージなど）

ONS（Object Name Service）
EPCからEPCISのアドレス解決を
行う、名前サービス

リーダー／ライター
アプリケーション

ONS

EPCIS

ユビキタスIDセンター方式

eTRONによる暗号・認証通信

ユビキタスIDセンター

製品ベンダー

製品情報
データベース

ユビキタスID
解決サーバー

ユビキタスコミュニケーター

1ID…取得

2データベースアドレスを
　 uIDから検索

3uIDから製品情報検索

非接触通信

電子タグ

製品
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国内で初めて技術基準適合証明を取得

UHF帯用リーダー／ライター
富士通フロンテック株式会社

電波法に関する総務省令が改正され、RFIDのパッシブタグ用に

952～954MHz帯が開放された。UHF帯用リーダー／ライター

としては、富士通フロンテックの製品が、最も早く技術基準適合証

明と構内無線免許を取得した。この製品を使用すれば、免許の申請

から取得までが1か月程度で済むほか、無線従業者も不要となる

ので、UHF帯を使用するシステムの構築が容易になる。通信距離

は3～4メートルとのことなので、入出庫検品や物品の所在管理、

人員の入退出管理などが効率的に行えるだろう。

http://www.frontech.fujitsu.com/service/rfid/

アクティブタグで位置、時間、場所を把握

TagStation
株式会社九州テン

35×53×8.5ミリメートル、15グラムのアクティブタグと

リーダーがセットになった製品。300MHz帯を使用し、最大20

メートルの通信距離で物や人の所在を管理できる。リーダーを有線

LANまたは無線LANでPCと接続する。たとえば、病院で利用す

る場合、アクティブタグを持った患者の現在位置を、ほぼリアルタ

イムでナースステーションのディスプレイに表示できる。患者の容

体に変化が起きたときは、アクティブタグのボタンを押せば、緊急

事態の発生と現在位置が通知される。

http://www.qten.co.jp/product/tagstation/

0.4mm四方、世界最小クラスの電子タグチップ

ミューチップ
株式会社日立製作所

電子タグ用チップの日本における代表と言えるのが、ミューチッ

プである。2001年7月に登場し、2003年9月にはアンテナ内

蔵型（写真）が発表され、2005年国際博覧会（愛・地球博）の入場

券に採用された。インレットの状態で入場券に埋め込むことで、

128ビットで暗号化されたIDにより偽造を防止できる。

2004年12月にはリード／ライト型（ミューチップRW）が発表

されたほか、1枚5円の電子タグの実現を目標とする経済産業省の

「響プロジェクト」の開発委託も受けた。

http://www.hitachi.co.jp/Prod/mu-chip/jp/

13.56MHzから2.45GHzまで対応できる電子タグチップ

MM Chip
株式会社エフ・イー・シー／トッパン・フォームズ株式会社

MM Chipは、エフ・イー・シーが設計と開発を担当、トッパン・

フォームズがインレットやパッケージの開発・製造からシステム開

発までを担当する。1 つの電子タグチップで複数の周波数

（13.56MHz、433MHz、950MHz、2.45GHzなど）に対応で

きるので、利用状況に合わせて最適な周波数を利用できる。国に

よって周波数事情が異なる、航空手荷物の管理などへの利用が想定

されている。データの書き込みを赤外線で行うが、これはMM

Chipが世界初である。

http://www.fecinc.co.jp/ http://rfid.toppan-f.co.jp/tech/mm/c_mm.html
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RFID、無線LAN、赤外線などの無線インターフェイスを備えた多機能端末

ユビキタス・コミュニケータ
YRPユビキタス・ネットワーキング研究所 ユビキタス IDセンターなどが関与するRFID

の実証実験で必ず使われている。現在で第6世

代となり、着実に進歩している。144×76×

15ミリメートル、196グラムのボディーに、32

ビットRISCを搭載し、VGAサイズのLCD、ス

テレオスピーカー、30万画素と200万画素の

カメラ、指紋認証ユニットなどを備えるほか、

13.56MHzと2.45GHzのRFID、無線LAN、

Bluetooth、赤外線、SDカード、miniSDカード

などのインターフェイスを備えている。実証実験

では、ユビキタス・コミュニケータで電子タグや

バーコードをスキャンし、トレーサビリティー情

報や観光情報などの閲覧に使用している。

2005 年中にも市販が開始される予定で、

TRONSHOW2005では、数百台規模でのデモ

ンストレーションが行われた。

http://www.ubin.jp/press/pdf/TEP040915-u01.pdf

RFIDを利用して図書の貸し出しや返却を自動化

ICチップ時代の図書館
株式会社内田洋行

図書やCDなどに電子タグを取り付け、貸し出しや返却の手続き

を利用者自身が行えるようにするシステムが、すでに一部の図書館

に導入され、稼働している。たとえば貸し出しの際には、貸し出し

を受けたい図書と利用者カード（カード型電子タグ）を自動貸し出

し機のテーブルに載せるだけで、貸し出し手続きが完了する。そし

て、出口付近にゲート型アンテナが設置してあれば、貸し出し手続

きを経ない持ち出しを防止することができる。また、手間のかかる

蔵書点検や書架整理も図書を書架から取り出すことなく行える。

http://www.uchida.co.jp/jsyohin/ictoshokan/

RFIDシステムの構築を支援

Sun RFIDデザインセンター
サン・マイクロシステムズ株式会社

RFIDに関連するプレゼンテーションやデモンストレーション、

機能検証、ベンチマークテスト、各種の決定を支援するSun RFID

センターが2004年7月1日からオープンしている。同センター

には、Sunのサーバー、ストレージ、ソフトウェアをはじめとして

パートナー各社の関連製品が用意され、RFIDの導入を検討してい

るユーザーやパートナーが無償で利用できる。同センターの協力

パートナーには、NTTコミュニケーションズ、オムロン、日本オラ

クル、日立製作所などが名を連ねている。

http://jp.sun.com/Press/release/2004/0623.html
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